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平成２２年３月期 連結業績予想に関するお知らせ 

 

  

当社は、本日、平成２２年３月期第３四半期決算短信に掲載のとおり、平成２２年３月期（平成２１年４月１

日～平成２２年３月３１日）の連結業績予想を公表しましたので、次のとおりお知らせします。 

なお、当社を取り巻く事業環境は変化が激しく、今後の需給や価格の動向などによる業績への影響が大

きいため、先行きの業績を的確に予想することが困難な状況にあります。このため、当社はこれまで当該期

間に係る業績予想を公表しておらず、今回が初めての公表となります。 

  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

－ 

百万円

－

百万円

－

百万円 

－ 

円 銭

－

今回発表予想（B） 

 

３２５，０００ 

～３３５，０００ 

 ９２，５００ 

～９７，５００

８５，５００ 

～９０，５００

 ５２，５００ 

～５５，５００ 

 １０５．５３ 

～１１１．５６

増減額  （B－A） － － － － －

増減率  （％） － － － － －

前期実績 ３３５，６６２ ７６，４１６ ６４，３１９ ２１，８３１ ４３．８９

     

<備 考> 

第４四半期（平成２２年１月１日～３月３１日）に関しましては、フラットパネルディスプレイ用ガラスにつ

いては概ね堅調な需要が見込まれます。当社といたしましては、需要動向に即した稼動を行うとともに、

生産性の改善やコスト低減を推進することにより収益性の向上を図ってまいります。その他の事業分野

については、一部の製品で復調を見込むものの、全体として本格的な回復にはなお時間を要するもの

と考えております。引き続き、それぞれの市場動向に対応しつつ収益性の改善に取り組んでまいります。

これらの状況を踏まえ、第４四半期の業績は、第３四半期を幾分上回るものと見込んでおります。 

第３四半期累計期間(平成２１年４月１日～１２月３１日)までの業績に上記見込みを合わせ、平成２２

年３月期業績については、上表のとおり売上高は前期を下回るものの、利益面に関しては、いずれも前

期を上回る見込みです。 

上記の見込み数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可

能性があります。 

 

 

（お知らせ） 

当社の業績開示方針に基づく次回の四半期業績見込み発表（「平成２２年３月期業績見込み及び平成２３年３月期第 1 四半期業

績見通し」）は、来る３月２３日（火）を予定しています。当社といたしましては、今後も、早期開示の継続に努めてまいります。 
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